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この活動は多くのスポンサー様に支援されています 

 

 
 

2022 AUTOBACS SUPER GT ROUND 1 

OKAYAMA GT 300km RACE 

RACE REPORT 

愛知校・京都校担当 
 



学生活動領域紹介 
 

① ホスピタリティ領域 
お客様へのおもてなしを学生が行っています。お客様対応などを学ぶ事ができます。 
 

② テクニカルマネージャー 
 テクニカルマネージャーとは、チームのメカニックの方々のサポートをする役割です。 
学生はそこで、自主性やチームワークの大切さを学ぶことができます。また、レースの最前線で 
活動する事ができる点は、「NISSAN MECHANIC CHALLENGE」でしかできない活動です。 
 

③ ドライバーサポート 
    ドライバーサポートとは、ドライバーがレースに集中できるために、身の回りのことをサポート 

する役割です。学生はそこで、自主性や、観察力を学ぶ事ができます。 
 

  

 

  

 

ホスピタリティ領域 テクニカルマネージャー 

ドライバーサポート 



予選・決勝のレース結果 

 

 

4 月 16 日 予選 【天気：晴  気温：17 度 路面状況：ドライ 路面温度：21度（開始時）】 
  
午後 2時 18分、藤波選手がドライバーで予選Q1の Bグループがスタートしました。 
56 号車はベストタイム 1’25.252 をマークし、Q1を Bグループ13チーム中 4位で終え、 
Q2に進出しました。 
午後３時 6分、オリベイラ選手がドライバーで予選Q２がスタートしました。56号車は 
ベストタイム 1’24.566 をマークし、Q2を16チーム中 5位で終え、決勝は3列目からの 
スタートとなりました。また、Q2のベストタイム1’24.566はコースレコードを更新しました。 

４月 17 日 決勝 【天気：晴 気温：23 度 路面状況：ドライ 路面温度：32度（開始前）】 
 
 午後 2時、藤波選手がドライバーで決勝がスタートしました。 
レース序盤で３位に浮上し、前の車両に強いプレッシャーをかけ続けた結果、藤波選手の決死の 
猛攻が功を奏し、1位に浮上しました。 
レース中盤、ピットインし、ドライバーをオリベイラ選手に交代。KONDO RACINGのメカニック
の迅速かつ正確な作業を終え、ピットアウトしました。 
レース中盤から終盤にかけて、コース内で様々なアクシデントがあり、変化のあるレース展開と 
なりましたが、オリベイラ選手の後続車を寄せ付けない走りで、2 位に約 15 秒の差を付け、
1.59’46.884でチェッカーを通過、見事、開幕戦の優勝を果たしました。 

 

  

  



 
 

学長インタビュー 

「この活動に積極的に参加してほしい」 
 テレビでは伝わらない現場の緊張感やエンジン音を実際に体感して、その時の「興奮」を 
覚えていてほしい。そして、色んな人と関わり合いながら活動することが大事で、社会に出る 
ための自分の糧となる。 
 新型コロナウイルスの影響により、去年と同様で限られた活動となったが、その中で、 
学生たちなりの新しい考えや工夫を見つけて、この活動を広めて新しいものにしていってほしい。 

日産自動車大学校  本廣学長 

 

 



 

 
 
 

監督インタビュー 
KONDO Racing Team 監督  近藤 真彦監督 

「関わりを大事に」 
  
何をするにしても、必ずそこには「人」が 
 
関わっている。それは、レースも学校も同じ 
 
で、数多くの人が関わって初めてレースをす 
 
ることができ、また、勉強をできる環境、友達、 
 
先生方が関わって初めて学ぶことができる。 
 
 このように、人との関わりは人間にとって、 
 
切っても切り離せないものであり、社会に出 
 
るために必要不可欠である。日産学園の学生 
 
にはこの人間関係を大事にしてもらいたい。 

 

 

  



 

 

 
 

ドライバーインタビュー 
リアライズ日産メカニックチャレンジ GT-R ドライバー 藤波 清斗選手 

「開幕戦だからこそ、そこにはレースの面白さがある」 
 開幕戦には、レースの面白さや、魅力がたくさん詰まっている。 
例えば、新しいドライバーが運転しているチームがいることや、開幕
戦だから起こる様々なアクシデントや、荒れたレース展開を是非観て
ほしい。また、56号車がオーバーテイクしていく姿をしっかりと 
目に焼き付けてほしい。 

 

ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ選手 

「日本のモータースポーツには、海外にはない 
          素晴らしい魅力を持っている」 
  日本のモータースポーツは海外に比べ、天候の影響を受けやす
いため、レースの最後までどこのチームが勝つか分からない。 
また、日本には、海外よりハイレベルなレースドライバーやサーキ
ットが数多く存在する。なので、日本のモータースポーツは、今後
ますます賑やかになっていくだろう。 

 

 



 

 
  

統括インタビュー 
愛知校統括 富石 剛汰 
 

「常に周りを見ながら行動する」 
 統括という立場になり、自分のことだけでなく、全体のことを考え
たり、学生のみんなが仕事をしやすい環境を作り上げていくことを 
１番に考えていました。京都校・愛知校ともに、積極的に話しかけ合
って連携して行動していたので仕事が円滑に進み、安心しました。 
メカニックチャレンジの魅力は、人と人との交流を通して、接客や、
設営のスキルなどを習得でき、社会的な経験ができることだと思い
ます。 

 

京都校統括 佐馬 夢貫 

 

「先を見据えた行動を意識する」 
 統括は班長と違い、全ての学生の行動を考えて指示をしないといけ
ないので、視野を広く持って常に行動していました。学生同士の 
コミュニケーションはしっかりと取れていたけれど、企業の方々との
コミュニケーションをもう少し円滑に行えたら良かったと思います。 
 メカニックチャレンジの魅力は、学校では学べないお客様対応 
など、整備士として必要なことを学べる点だと思います。 

 



 

 

 

テクニカルマネージャーインタビュー 

京都校 後藤 李駆 

「プロとの差を突きつけられた刺激のある活動でした」 
 プロの方々は、メリハリのある行動をされていて、 
仲間と笑いながらテキパキと作業している姿や、一気に空気が 
変わり真剣な眼差しで作業している姿を見て、緊張で体が締め 
付けられるような感覚を覚えました。 
 また、「周りを見て行動する」ことに関して、意識していても、
行動に移せないことがまだ学生には多く、そういった意味でも 
プロとの差が大きいと感じることができました。 

 

愛知校 於勢 健之 

「自ら進んで動く事の大切さを学べました」 
  ピット内で販売会社の整備士の作業を観察していると、 
KONDO RACINGのメカニックの方に指示される前に、 
自分にできることはないか探し、自ら動いている姿を見て、
自分との差を痛感しました。 
 また、最初は、ピットの雰囲気はとてもピリピリ 
していて、メカニックの方に相手にしてもらえないと思っ
ていたのですが、実際にピットに入ってみると、 
フレンドリーで優しく接していただいたので、人柄の良さ
を感じました。  

 



 

 

ドライバーサポートインタビュー 

愛知校 齋藤 茉茄 

「コミュニケーションを取る大切さや難しさを学べました」 
  今回、ドライバーサポートとして、56号車のドライバーの方
と近くで活動させていただきましたが、お互いに良い 
コミュニケーションをとっており、相手を尊重し合う姿にとても
感動しました。 
  初めての環境で緊張しましたが、京都校の学生と一緒に 
自主性や、社交性を楽しみながら学ぶことができ、自分の 
与えられた仕事を果たす事ができたと思います。 

 

ホスピタリティ領域学生インタビュー 

愛知校 近藤 孝祐 

「仲間の大切さを学ぶ事ができた活動となりました」 
  班長を務めさせていただき、不安がたくさんありましたが、 
 班員の皆さんがフレンドリーに接していただき、とても 
活動しやすかったです。また、統括の方々が、エリア内で 
起こったトラブルに対して的確な対応を取れていたので、 
見習いたいと思いました。 
  私は、学校の実習班でも班長をしているので、今回学んだ
ことを、学校でも活かしていきたいと思います。 

 

 



 

販売会社 TS インタビュー 

愛媛日産自動車株式会社 宇野 勇祐さん 

 

「チームの動きを見て瞬時に行動出来ました」 
  レースメカニックの動きや視線を常に意識 
する必要があり、作業をしていなくても疲れが 
出ました。 
 今回のNISSAN MECHANIC CHALLENGEで、
ピットの極度の緊張の中でも楽しめたことが 
すごく良い経験となりました。 

兵庫日産株式会社 呉羽 啓一郎さん 

 

「憧れだった、レースメカニック」 
  レースメカニックは、車両の安全性を維持 
するだけでなく、1000分の 1秒を争うレース 
なので、細かい微調整が大事になり、小さな 
ボルト 1 つ締めるのに責任感を強く感じまし
た。以後、このことを意識して作業しました。 

 

  



 

 
 
 

ホスピタリティエリアへお越しになられたお客様に、アンケートをお願い致しましたところ、 
大変貴重なコメントを頂戴する事ができました。紙面の都合上、一部抜粋してご紹介します。 

 
Q1. メカニックチャレンジにご参加されている、テクニカル・スタッフの方に、どのようなことを 
  期待されていますか？ 
A1. 少しのミスも許されない、緊張した雰囲気の中で、それでも確実で迅速な作業が要求されると 
思います。その技術や体験したことは、一般の整備の中で活かされたらと思います。 

 
Q2. 学生の今後（就職に向けて何をするべきか？これから何を学ぶべきか）に向けて、アドバイスを 
お願いします。 

A2. 多くの技術や知識を学ぶとともに、人との関わりを大切にできる人になってください。 
 
Q3. 日産の車の魅力を教えてください。 
A3. 他メーカーには無い、クルマづくりに対する情熱があります。 
A3. 安全で安心な車をつくる先進の技術があります。 
 
Q4. 今回、御社からご参加されているテクニカル・スタッフの方へ、応援メッセージをお願いします。 
A4. 精一杯楽しんでください！ 

  

  

 



 

 
 
 

「チーム全員で成し遂げた開幕戦 2連覇」 
今回の活動も昨年と同様、コロナ禍の活動となり、本来の活動ができませんでしたが、 
 
その中でも、感染予防対策を徹底しながら、全力で活動することができました。 
 
また、京都校・愛知校の学生らで、活動がより良いものになるように、お互いに 
 
意見を出し合い、協力して活動することができました。 
 
KONDO RACINGの皆さんをはじめ、レースに関わる全ての方で獲った 

 
開幕戦 2連覇。その裏には、多大なるサポートがあり、そのおかげでひとつの 
 
大きなものを得ました。レースには車だけでなく「人」も関わっていることを 
 
痛感できた活動となりました。 

 

活動を振り返って 
 今回の活動では、学生にとって「チームワークの大切さ」について学べる活動でした。 
 
どんなに優秀な学生が集まっても、良いチームワークを築かないと絶対に良い活動は 
 
できません。統括が主体となって、学生全員が意見を出し合える雰囲気を作り、 
 
トラブルが起こったときでも、お互いに話し合い、臨機応変な対応ができました。 
 
この活動で学んだ「チームワークの大切さ」を活かし、これからの学生生活を 
 

過ごしていきたいです。 

作成 日産愛知自動車大学校  

    石塚 海輝      

団  圭太郎 

   日産京都自動車大学校 

    渕上 泰知 

    森岡 海大 
  


